
　CBR125Rは、CBR1000RRを頂点としたCBRシリーズに共通したアグレッシブで洗練されたクリーンな

ラインを持ちながら、独自のスタイルを持っています。

　クラスを超えたマシンへの期待に対し、新設計のフルカウルはより高品質なモーターサイクルを想起させる

デザインとしました。ワイドな左右別体のポジションランプと組み合わせた視認性に優れるワンピース・ヘッド

ライトや、フロントカウルのオリジナルシェイプによりCBR125Rの個性を強調しています。また、リアカウルは

スリムでスポーティーなイメージを持たせるため、後部に向けてシャープなデザインとしています。

　CBR125Rのダイナミックな造形のフルカウルは単なるスタイリングのためだけが目的ではありません。ライダーを

走行風から保護するウインドプロテクション効果にも十分に配慮し、長距離ツーリングでの快適性も追求しました。

●マフラー

　コンパクトな排気システムをリアアクスルより前方に

寄せることでダイナミックなマスフォワードのシルエットを

実現しました。マシンのリアビューでは130mmのワイドな

リアタイヤとスリムなシートカウルとあいまってシャープな

イメージを印象づけています。

●マルチファンクションデジタルメーター

　大型のアナログ式タコメーターの下方に配置したスピード

メーターには、液晶式デジタル表示を採用しました。速度、

水温が一目で視認できる他、燃料計、オド/トリップ、時計

の表示など多機能なメーターとしています。
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